










目的 

自閉症は,社会性,対人関係の欠如,言語障害,固執性などの主症状によって特徴づけられ,

多動,認知の異常,パニック,常同行動,自傷など,特異な行動障害がみられる。自閉症の原因

は,乳幼児期に発現した種々の病因,病態が,中枢神経系の異常を誘発したためであると考

えられ,また自閉症の諸症状は,年齢とともにその程度が変化するといわれている。本研究

では,自閉症児の臨床経過をたどることによって,諸症状の推移の年齢依存性,ならびに症

状相互の関連性について検討した。 


